平成26年度庄内自然博物園構想推進協議会会議概要
月日：平成26年4月17日（木）13：30～15：30

　　　　　　場所：鶴岡自然学習交流館　ほとりあ　学習交流室

…　次第　…
1． 開　会　（進行：伊藤主査）
2． 挨　拶　（橋本会長）
3． 自己紹介
4． 報　告

平成25年度庄内自然博物園構想推進事業について
5． 協　議

（１）平成26年度庄内自然博物園構想推進事業(案)について→全員承認

(２) その他
6． 閉　会(阿部地域振興課長)

◇◇◇　会議概要（質疑応答）　◇◇◇

４．報　告　　…質疑なし…
５．協　議　　
（１）平成26年度庄内自然博物園構想推進事業（案）について
（連携事業について）
· 月山ビジターセンターとの連携事業について、今後もお願いしたい。
　　事務局→　現在、森林文化都市関係で連携している。まったりギャラリーで道の駅月山にある月山あさひ博物村で毎年行われている「カタクリ写真コンテスト」の写真を使用している、また相談しながら連携を考えたい。

（サポーター活動について）

· サポーターの応募状況はどなっているか。
事務局→　現時点で６０名程だが、更新手続きをしていないが事業に協力してくださる方もいるので、最終的には約７０～８０名になると思う。
　　　　　　なお、サポーター登録は係制度に変更した。以前は全員に連絡をしていたが、協力していただきたい内容に応じて希望した係の人に優先的に連絡している。臨機応変に対応していきたい。

（上池・下池の水質について）

·  今年は雪が少ないため下池の水が汚れている。例年、夏に放水すると悪臭があり住民より苦情もある。

·  下池は汚れているが上池の水は奇麗です。比較してみると上池は水草が多い。下池の水の浄化についてぜひ取り組んでもらいたい。水質改善の為には、ミクリ、菖蒲、フトイ、ヨシ等水生植物を植えていかなければいけないのではないか。このままの状況では下流や海へも影響を及ぼす。
·  ３年に一度程度は泥吐きすれば良いのではないか。昔は泥吐きをした際に、鯉、フナ、ナマズを捕まえていた覚えがある。泥吐きする時期の問題で交渉もしているが中々実現出来ていない。下水道も整備されていないので、生活用水も流れているため異臭もある。

·  堆積物がヘドロ状になっているのが良くない。県で下池の浚渫を実施したこともあるが予算がかかり過ぎるため途中でやめた経緯もある。

事務局→　水質が実際どのようになっているのか。毎年山形大学農学部に調査研究を依頼しているので、科学的な分析も含めて報告をしてもらう予定である。
浄化方法としては様々あると思われるため、関係者会議などで検討したい。また、実施にあたっては活用できる補助制度がないかも模索したい。

浚渫時期については、農家や動植物に影響の無い時期に限られてくる。また、昨年は豪雨で周辺民家が浸水被害を受けていることから、放水した際どうなるかも慎重に検討する必要がある。まずは、西郷土地改良区や地域の方々と相談したい。

·  平成25年度に上池、下池の周りの水位の変動と植生の関係を調査した。上池と下池の水位の変動に違いがある。地形も違う。水位が下がっても下池の方が植物の生育面積が限られている。現在の下池は農業用水などで水を使用していないために、常時水位が高い。昔の感覚で考えると相違が出てくる。今は１ｍ下げても問題はないはず。
今年度再度調査し、下池の水位をどの位下げれば良いかデータで示した上で２、３年掛けて実証していきたい。
·  昔は夏になると水が枯れるほど少なくなるまで使用していた。近年は田の水は川から上げて使用している。よって、水位が下がらないため水草が衰退していった。下池の生態系が変わってきた。水の利用の仕方を考えないと同じ事の繰り返しになる。

·  水位や水温データはどうなっているのか。
事務局→　山形大学農学部の梶原先生が調査している。地域振興課へ　も報告していただいている。

·  水を常に流し動かして行くことが大事だと思う。

　　　　事務局→　西郷土地改良区から伺った話では、昔と今では水の使い方が変わってきているとのこと。下池の水は水不足の時のために溜めているが、９月１５日以降であれば放水し水位を下げても良いという話であった。各関係機関と検討していきたい。皆さんのご理解と協力と参加をお願いしたい。

· 水門の設備機械が故障しているため放水できないので修理を急いでほしい。
　　　　事務局→　下川保全会で昨年度修繕計画があったが、水位が下がらず断念している。今年度については農地・水事業を活用し修繕する予定と聞いている。
· 水門の昇降装置が水没しているため故障しやすいのではないか。設置の仕方に問題があるのではないか。
·  ２年前に氷が張り、風でバルブにぶつかっで故障しているが、水の上にあればその様なこともないはずなので対策が必要でないか。
　　　　事務局→　設計上の問題でもあるので、専門の方の意見を伺っておきたい。
（その他）
·  平成２５年度は２８，３８０人の入館者がいるが内訳を知りたい。また、内陸など遠方からの来館者の割合はどうか。
　　　事務局→　ほとりあの入館者は玄関に設置してある機械でカウントしている。署名もあるが任意であるため正確ではない。一番多いのは大人の方、次に学校ＰＴＡ、高館山自然教室等の団体の利用で、シルバーの方の利用も多い。観光客は少なく自然環境を楽しむための来館者が多いという印象である。

　　　　遠方からの来館者は少ない。庄内一円からの方が多い。
○ 高館山から流れる水が上池、下池に蓄えられ、農業用水として、また様々な動植物の命を育んでいる。永続的に保全、学習、活用が図られるよう関係機関の協力をお願いしたい。

また、学校教育でも活用してもらいたいので受け皿をきちんと整備したい。

